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	受聴実験参加者へのACR（絶対範疇尺度法）の説明
本実験では、電話サービスで利用されうるシステムの評価をします。
この実験ではヘッドホンを通して、ひとつずつ音声[や音楽]を聞いていただきます。それらの音は同じ話者によるふたつの文章からなる音声[や意味のある音楽の一節]です。再生される音を最後までよく聞いてから、全体の音質を以下の５段階のスコアで評価してください。
5  とても良い

4  良い

3  普通

2  悪い

1  とても悪い

音声の文章の内容[や音楽の種類]の好みではなく、全体の音質を評価してください。
[Panasonic]

音を聞いていただいた後、その音声の品質に対し、最もあてはまると思うものを上の５段階から選び、それに対応する数字キーを押してから<ENTER>キーを押して各サンプルを評価してください。次の音声が再生されるまでの間に評価を入力してください。
[NTT DOCOMO INC.]

再生された音を聴き終えたら、音質に対するご自身の評価のスコアをタッチパネルで入力してください。全員の入力が完了するまで次の音声が再生されないので、すみやかに入力をお願いします。
[NTT]

評価結果は、机上に設置されたキーパッドから入力していただきます。音を聞いていただいた後、「ヒョウカシテクダサイ」と表示がでますので、評価ボタンを入力してください。「ＯＫ」という表示がでたら、入力完了です。次の音が聞こえるまで少しお待ちください。
なお，他の実験参加者の方と評価に関する話はしないでください。


	受聴実験参加者へのDCR（劣化範疇尺度法）の説明

本試験では、電話サービスで利用されうるシステムの評価をします。
この実験ではヘッドホンを通して、ふたつずつ音声[や音楽]を聞いていただきます。それらの音は同じ話者によるふたつの文章からなる音声[や意味のある音楽の一節]です。ひとつ目の音声[や音楽]は原音（基準音）で、ふたつ目は原音が通信システムにより処理された音（試験音）です。
再生される両方の音を最後までよく聞いてから、ひとつ目の音（基準音）と比べて、ふたつ目の音（試験音）の全体の音質が、どのくらい劣化しているかを以下の５段階のスコアで評価してください。
5  劣化がわからない

4  劣化があるが気にならない

3  劣化がわずかに気になる

2  劣化が気になる

1  劣化がとても気になる

ひとつ目の「基準音」と比べた場合の、ふたつ目の「試験音」の劣化の程度を判断してください。
[Panasonic]

音を聞いていただいた後、その音声の品質に対し、最もあてはまると思うものを上の５段階から選び、それに対応する数字キーを押してから<ENTER>キーを押して各サンプルを評価してください。

[NTT DOCOMO INC.]
ふたつ目の音を聴き終えてから、音質に対するご自身の評価のスコアをタッチパネルで入力してください。全員の入力が完了するまで次の音声が再生されないので、すみやかに入力をお願いします。
[NTT]

評価結果は、机上に設置されたキーパッドから入力していただきます。ふたつ目の音声の再生が終了したら、「ヒョウカシテクダサイ」と表示がでますので、評価ボタンを入力してください。「ＯＫ」という表示がでたら、入力完了です。
なお，他の実験参加者の方と評価に関する話はしないでください。


